
古
記
録
に
見
る
常
円
寺

２
、『
地
子

ち
　
ご

古
跡
寺
社
帳
』
に
見
る
常
円
寺

常
円
寺
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
江
戸
時

代
の
古
記
録
に
は
、
前
記
の
如
く
『
御
府
内

備
考
正
・
続
編
』
が
あ
る
が
、
他
に
『
地
子

古
跡
寺
社
帳
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

『
地
子
古
跡
寺
社
帳
』
の
『
地
子
』
と
は

『
屋
地
子
』
と
も
い
わ
れ
、
幕
府
が
市
街
地

に
賦
課
し
た
宅
地
税
の
意
味
で
、『
古
跡
』

と
は
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
以
前
に
建

て
ら
れ
た
寺
院
を
指
す
。
そ
れ
以
後
の
も

の
を
『
新
地
』
と
称
し
た
が
『
古
跡
』
の

名
称
は
そ
の
後
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）

年
ま
で
地
代
を
下
げ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
ま
た
幕
府
は
元
禄
五
年
以
降
の

寺
院
を
『
新
地
』
と
し
、
そ
の
建
立
を
阻

止
し
た
。『
地
子
古
跡
寺
社
帳
』
の
内
容
は
、

主
に
寺
社
の
増
改
築
や
寺
社
地
の
変
更
に

つ
い
て
で
あ
り
、
幕
府
に
対
す
る
許
可
願

で
も
あ
る
。
そ
の
文
面
は
、
寺
社
よ
り
寺

社
奉
行
へ
提
出
す
る
寺
社
帳
（
原
簿
）
の

訂
正
願
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

『
地
子
古
跡
寺
社
帳
』
の
中
に
常
円
寺
か
ら

の
許
可
願
が
三
つ
あ
り
、
こ
こ
で
は
原
文

の
掲
載
は
割
愛
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一
つ
目
は
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）

年
十
月
に
幕
府
に
届
出
た
境
内
の
変
更
願

で
あ
る
。
元
禄
十
六
年
当
時
、
さ
ら
に
は

七
十
九
年
前
の
寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年

頃
よ
り
境
内
は
八
千
坪
で
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
元
禄
六
年
の
調
査
で
九

千
四
百
坪
と
一
千
四
百
坪
の
差
異
が
生
じ

た
の
で
、
そ
の
旨
を
幕
府
に
訂
正
を
願
出

た
の
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
四
十
四
年
後
の
延
享
四

（
一
七
四
七
）
年
で
あ
る
。
一
つ
目
と
同
様
、

こ
れ
も
幕
府
へ
の
願
出
で
あ
っ
て
、
そ
の

内
容
た
る
や
、
次
の
と
お
り
だ
。
当
時
の

常
円
寺
で
は
南
側
道
路
（
青
梅
街
道
）
よ

り
三
十
間
（
五
十
四
メ
ー
タ
ー
）
余
り
も
引

っ
込
ん
だ
位
置
に
表
門
が
あ
り
、
そ
れ
で

は
甚
だ
不
用
心
で
あ
る
の
で
、
高
さ
九
尺

（
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）
潜
付
の
木
戸
門
、
丸
太

矢
来
の
塀
、
門
番
小
屋
を
造
作
し
た
い
と

い
う
願
出
で
あ
る
。
境
内
坪
数
は
除
地
二

千
百
七
十
二
坪
、
年
貢
地
七
千
二
百
二
十

八
坪
の
計
九
千
四
百
坪
で
、
元
禄
十
六
年

の
改
訂
後
の
坪
数
と
変
わ
り
な
か
っ
た
。

三
つ
目
は
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
七

月
で
あ
る
。
木
戸
門
造
作
よ
り
、
さ
ら
に
七

十
三
年
後
と
な
る
。
今
回
の
願
い
は
、
生
垣

を
板
塀
に
、屋
根
も
火
除
の
た
め
瓦
葺
に
し
、

庵
室
を
後
ろ
に
移
築
し
た
い
、
と
い
っ
た
趣

旨
で
あ
っ
た
。
境
内
の
坪
数
は
九
千
四
百
坪

と
前
回
と
変
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
明
治
五
年

の
『
日
蓮
宗
本
末
一
派
寺
院
明
細
帳
』
に
も

境
内
は
除
地
二
千
百
七
十
二
坪
と
あ
り
、
広

さ
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
当
時
の
常
円
寺
の
境
内
の
様
子
に

つ
い
て
は
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
絵
入
東
都
本
化
道
場
記
』
の

中
に
克
明
に
描
写
さ
れ
て
い
る
挿
絵
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。（
つ
づ
く
）
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